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2004 China-Japan-Korea symposium on Environmental Analytical chemistry

GC研究懇談会では、これまで中日韓の国際交流を目的として過去２回の交流研究会を基に環境・分析化学研究会開催の企画を行いました。２００２年は日中共催で北京で開催し、２００３年は日韓共催でソウルで開催し中国から林教授の参加を得て東北アジア地区への拡大を図りました。本年はこれに加えて保母委員長退官記念を目的としております。昨年開催される予定の分析化学会中心のASIAN　AnalysisがSARSで延期となり７月末に香港で開催され、分析化学会の年会も９月に多くのアジアからの参加者を得る予定でおりますが、さらに緊密な関係を確立していくために１０月に北京で開催いたします。中国側からは北京大学、清華大学、武漢大学、アモイ大学及中国科学院の教授などから日本に関係の深い１０ー１５位の教授が参加します。韓国からは５ー１０人位の参加を予定しており、日本からも１０ー１５人位の参加者、合せて４０人前後の規模を考えています。林教授が現地での学会事務を担当します。日本及び中国企業の協力を得て、企業と研究者間の交流も図ります。発表は招待講演とポスター形式を主に考えております。

小規模な研究会ながら、緊密な交流を目的としています。基本的に招待講演は講演謝礼（薄謝のみ）なので、交通費・宿泊費などは用意できませんが、中国科学院の支援もあり参加者の負担を抑える予定です。講演要旨はAnal. Chim. Actaのシンポジウム版への掲載を予定しております。ふるってご参加ください。

発表形式は口頭発表とポスター発表です（公用語は英語）。口頭発表20分、15分、10分

会場：Friendship Hotel（北京友誼賓館）会議楼http://www.c-b-w.com/hotel/friendship/


北京市、中国

日程

１０月１８日　受け付け14時から18時、夜18時から歓迎会

１０月１９日　特別講演、招待講演と一般講演（８時半から18時）

夜6時半から懇親会

１０月２０日　招待講演、一般講演とポスター発表 （８時半から1７時半）



夜６時から終了式

１０月２１日　視察（9時から17時）

予稿集：A4、４ページ(See the sample)、Short AbstractはＡ４，１ページ、いずれも本人紹介を添付

参加申し込み：9月、要旨締め切り：10月末日

参加登録費：2万円
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中国科学院、生態環境科学研究所、（社）日本分析化学会ガスクロマトグラフィー研究懇談会、中国海洋局第一海洋研究所
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